
丁
目
ご
と
の
最
多
人
口

光
が
丘
＝
３
丁
目
８
９

０
６
　
７
丁
目
５
８
４
８
　

２
丁
目
５
３
２
７
　
５

丁
目
３
２
７
４
　
１
丁
目

２
６
５
３
　
６
丁
目
１
０

５
２春

日
町
＝
２
丁
目
４
６

０
０
　
５
丁
目
４
４
９
３

４
丁
目
４
４
６
８
　
１

丁
目
４
３
４
２
　
３
丁
目

４
１
６
９
　
６
丁
目
３
９

７
２田

柄
＝
２
丁
目
７
２
８

７
　
４
丁
目
７
２
４
１
　

３
丁
目
５
６
９
７
　
１
丁

目
５
０
０
６
　
５
丁
目
４

１
０
３

高
松
＝
４
丁
目
３
５
１

９
　
３
丁
目
３
２
７
７

６
丁
目
３
０
７
０
　
１
丁

目
３
０
４
５
　
５
丁
目
２

７
１
２
　
２
丁
目
２
４
９

５
旭
町
＝
２
丁
目
４
５
８

９
　
１
丁
目
４
２
６
６
　

３
丁
目
４
２
２
７

土
支
田
＝
３
丁
目
４
１

０
８
　
１
丁
目
３
５
１
６

４
丁
目
３
３
６
１
　
２

丁
目
２
９
４
０

谷
原
＝
５
丁
目
３
０
６

４
　
６
丁
目
２
３
０
２

１
丁
目
２
０
９
１
　
３
丁

目
２
０
８
１
　
４
丁
目
１

９
４
１
　
２
丁
目
１
７
７

４

６
面
に
関
連
記
事
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光
が
丘
の
人
口
２
万
７
０
６
０

世
帯
数
18
増
加
、
人
口
３
６
９
減
少

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
の
練
馬
区
町
丁
別
・
男
女
別
・
年
齢
別
人
口

一
覧
表
に
よ
る
と
、
練
馬
区
の
人
口
は
74
万
９
９
（
前
年
比
６
６
３
増

加
）。
そ
の
う
ち
男
性
は
35
万
９
０
３
９
（
同
93
増
加
）、
女
性
は
38
万

１
０
６
０
（
同
５
７
１
増
加
）。
世
帯
数
は
38
万
４
９
５
（
同
２
６
５
８

増
加
）。
本
紙
関
係
分
（
光
が
丘
　
春
日
町
　
高
松
　
田
柄
　
旭
町
　
土

支
田
　
谷
原
の
７
町
）
の
人
口
は
14
万
８
０
１
（
同
86
減
少
）。
世
帯
数

は
６
万
６
６
４
３
（
同
５
２
１
増
加
）。
こ
の
詳
細
は
光
が
丘
18
増
加
　

春
日
町
１
６
１
増
加
　
高
松
57
増
加
　
田
柄
１
０
０
増
加
　
旭
町
１
１

７
増
加
　
土
支
田
62
減
少

谷
原
68
増
加
し
て
計
５
２
１
増
加
し
た
。

田
柄
の
人
口
は
２
万
９
３
３
４

世
帯
数
１
０
０
増
加
、
人
口
１
６
６
増
加



【
指
導
方
針
】

①
長
所
を
ほ
め
る
。
自
分

の
い
い
面
に
気
づ
か
せ
る
。

②
人
と
比
べ
な
い
。
過
去

の
自
分
と
比
べ
る
。

③
進
歩
が
見
ら
れ
た
ら
、

何
が
ど
う
進
歩
し
た
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

④
進
歩
を
楽
し
む
。

⑤
も
っ
と
、
と
い
う
意
欲

を
引
き
出
す
。

⑥
努
力
す
る
人
に
な
る
。

努
力
す
れ
ば
伸
び
る
。
力
も

自
信
も
つ
く
。

【
指
導
の
特
色
】

①
少
人
数
授
業
。

②
授
業
＋
個
別
指
導
。

③
プ
ロ
の
教
師
の
指
導
。

④
個
性
に
応
じ
た
指
導
。

個
別
指
導
で
個
性
を
把
握
。

小
テ
ス
ト
等
で
力
を
確
認
。

力
に
応
じ
て
演
習
を
行
う
。

【
中
学
生
の
指
導
】

主
体
性
を
重
視
。

能
力
や
適
性
に
つ
い
て
個
別

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
特
に

長
所
を
自
覚
し
て
主
体
的
に

伸
ば
す
よ
う
指
導
。

【
小
学
生
の
指
導
】

き
め
の
細
か
い
指
導
。

き
め
細
か
く
個
性
を
把
握
。

能
力
向
上
に
重
点
を
置
く
。

能
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
、

記
憶
力
・
理
解
力
・
思
考
力

な
ど
の
能
力
を
磨
く
。

読
書
感
想
文
も
特
色
。

【
指
導
の
目
標
】

正
し
く
理
解
す
る
力
や
、

正
し
く
考
え
る
力
を
伸
ば
す

こ
と
に
重
点
を
置
く
。

一
生
の
財
産
に
な
る
能
力

を
磨
く
こ
と
を
め
ざ
す
。

【
特
色
】

①
超
少
人
数
制
授
業

ク
ラ
ス
定
員
７
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
オ
プ
シ
ョ
ン
映
像
授
業

苦
手
分
野
克
服
の
た
め
の

数
学
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授

業
も
併
せ
て
受
講
で
き
る
。

④
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

【
合
格
実
績
】

▽
高
校
入
試

〈
国
立
〉
筑
波
大
付
属
３

〈
都
立
〉
戸
山
６
　
富
士
６

大
泉
５
　
新
宿
３
　
井
草
３

豊
島
３
　
西
２
　
北
園
２
他

▽
大
学
入
試

〈
国
公
立
〉
お
茶
の
水
女
大

京
都
大
２
　
京
都
府
立
医
大

埼
玉
県
立
大
２
　
首
都
大
３

千
葉
大
２
　
筑
波
大
（
理
工
）

東
大
（
理
Ⅰ)

２
　
東
学
大
２

東
工
大
２
　
富
山
大
（
医
）

東
京
海
洋
大
　
山
形
大
（
医)

電
通
大
２
　
国
際
教
養
大

〈
私
立
〉
青
山
学
院
大(

経
）

慶
應
大
３
　
北
里
大
（
医
）

芝
浦
工
大
７
　
成
蹊
大
４

中
央
大
11

東
京
薬
科
大
３

東
京
理
科
大
22

法
政
大
４
　

日
大(

獣
医)

２
　
明
治
大
17

立
教
大
６
　
早
稲
田
大
13
他
　

【
特
徴
】

☆
部
活
動
や
習
い
事
で
忙

し
い
子
ど
も
で
も
受
講
し
や

す
い
３
つ
の
シ
ス
テ
ム

①
選
べ
る
曜
日
時
間
帯

②
学
習
進
度
も
自
由
自
在

③
安
心
の
振
替
制
度

☆
や
る
気
が
高
ま
る
３
つ

の
仕
組
み

①
講
師
責
任
担
当
制

②
ポ
イ
ン
ト
制
で
図
書
券

な
ど
進
呈

③
明
る
く
広
い
独
立
ブ
ー

ス
☆
安
心
・
安
全
の
３
つ
の

理
由①

自
分
専
用
ｗ
ｅ
ｂ
マ
イ

ペ
ー
ジ
か
ら
毎
回
の
授
業
内

容
を
家
庭
に
報
告

②
入
退
室
連
絡
メ
ー
ル
で
、

入
退
室
を
連
絡

③
光
が
丘
公
園
近
く
に
３

教
室
あ
り
自
宅
か
ら
近
い
教

室
を
自
由
に
選
択

☆
先
生
１
人
に
生
徒
２
人

ま
で
の
と
こ
と
ん
「
個
別
指

導
」
な
の
に
安
心
の
授
業
料

（
８
、
２
０
０
円
〜
）

【
指
導
方
法
】

☆
集
中
力
が
続
く
60
分
授

業
の
「
個
別
指
導
」
＆
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
く
り

返
し
学
習
す
る
「
巡
回
指
導
」

の
セ
ッ
ト
受
講
を
奨
励
。
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。

☆
同
塾
の
価
値
観
と
理
念

が
結
集
さ
れ
た
「
５
つ
の
誓

い
」
の
下
、
一
人
ひ
と
り
に

ピ
ッ
タ
リ
の
勉
強
方
法
で
、

や
る
気
と
学
力
を
高
め
、
目

標
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
。

【
特
色
】

①
３
名
前
後
の
少
人
数
制
。

②
40
年
近
い
実
績
か
ら
生

ま
れ
た
旺
文
社
Ｌ
Ｌ
教
授
法

の
実
践
校
。
言
語
習
得
過
程

に
そ
っ
て
総
合
的
な
英
語
力

を
育
成
。

③
小
学
生
〜
大
学
生
・
社

会
人
ま
で
多
彩
な
コ
ー
ス
を

展
開
。
個
別
指
導
も
行
う
。

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
視
聴
覚
機

器
・
教
材
を
駆
使
し
た
立
体

的
な
授
業
。

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

英
単
語
検
定
、
音
読
コ
ン
テ

ス
ト
、
リ
ス
ニ
ン
グ
マ
ラ
ソ

ン
の
実
施
。
学
ん
だ
こ
と
が

形
に
残
る
。

⑥
実
用
英
語
技
能
検
定

（
英
検
）
の
準
会
場
校
。
多
数

合
格
。

⑦
講
師
は
英
検
準
１
級
以

上
の
レ
ベ
ル
、
指
導
経
験
豊

富
。⑧

２
０
２
０
年
の
英
検
合

格
者
数
53
名
。
準
１
級
の
合

格
者
が
出
る
な
ど
生
徒
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
誇
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
よ
う
適
切
な
指
導
を
行
う
。

②
長
期
的
な
展
望
に
た
っ

た
指
導
に
よ
り
「
本
物
の
英

語
力
」
を
養
成
。

③
実
際
の
授
業
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
活
用
な
ど
、
学
習
効
果
が

期
待
で
き
る
指
導
法
を
実
践
。

④
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
授
業
、

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
質
問
対
応
や
英
作
文
添

削
の
実
施
。

【
特
色
】

①
大
学
受
験
指
導
30
年
の

伝
統
と
実
績
の
あ
る
「
塾
」。

５
年
連
続
早
稲
田
大
学
合
格
。

都
立
中
堅
校
レ
ベ
ル
の
生
徒

も
早
慶
を
含
む
難
関
私
大

（
明
治
・
法
政
・
中
央
・
東
理

大
等
）
に
合
格
し
て
い
る
。

高
校
受
験
で
は
、
都
立
西

高
校
へ
３
名
の
合
格
者
中
、

２
名
の
進
学
を
果
た
し
た
。

②
大
学
受
験
を
最
終
目
標

に
中
・
高
・
大
の
受
験
を
専

門
的
・
段
階
的
に
指
導
。
少

人
数
精
鋭
の
ク
ラ
ス
授
業
の

他
、
必
要
に
応
じ
た
個
人
指

導
コ
ー
ス
も
充
実
。（
小
３
〜

既
卒
生
）

③
本
当
の
意
味
で
の
き
め

細
か
い
指
導
で
、
塾
生
全
員

が
成
績
向
上
、
志
望
校
合
格

を
果
た
す
。
一
貫
し
て
高
い

合
格
率
を
保
持
。

④
塾
生
が
高
い
目
標
を
掲

げ
て
「
受
験
」
と
真
摯
に
対

峙
す
る
過
程
で
人
間
的
な
成

長
を
見
守
っ
て
い
く
。

【
指
導
方
針
】

①
『
絶
対
成
績
Ｕ
Ｐ
を
』

１
ク
ラ
ス
５
〜
15
名
の
レ

ベ
ル
別
構
成
。
指
導
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
に
優
れ

た
専
任
講
師
が
親
身
に
指
導
。

自
習
や
質
問
は
い
つ
で
も
０

Ｋ
。
中
・
高
生
の
学
校
定
期

試
験
対
策
も
完
全
サ
ポ
ー
ト
。

②
『
生
徒
個
々
の
将
来
を

考
え
た
進
路
指
導
』

将
来
の
夢
や
希
望
、
適
性

を
本
人
や
保
護
者
と
面
談
を

通
じ
て
十
分
に
話
し
合
い
、

成
績
・
偏
差
値
で
は
な
く
正

確
な
情
報
と
一
歩
先
を
考
え

た
進
路
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

特
色

◎
光
が
丘
で
20
年
以
上
英

語
教
室
を
開
い
て
い
る
。

◎
完
全
個
別
指
導
な
の
で

生
徒
の
実
力
に
合
わ
せ
て
授

業
を
進
め
ら
れ
る
。

授
業
が
効
率
よ
く
進
み
、

週
一
回
の
授
業
で
も
先
取
り

学
習
が
可
能
。

◎
教
科
書
の
内
容
を
事
前

に
学
習
で
き
る
の
で
、
学
校

の
授
業
に
も
余
裕
を
持
っ
て

臨
め
、
定
期
テ
ス
ト
で
も
好

成
績
を
残
せ
る
。

◎
小
学
生
ク
ラ
ス
は
、
教

材
人
気
一
位
の
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ド

を
中
心
に
他
の
教
材
と
組
み

合
わ
せ
て
使
用
。

実
績

◎
都
立
高
校
入
試
で
英
語

筆
記
試
験
は
こ
こ
数
年
で
満

点
が
３
人
。
受
験
生
は
全
て

志
望
校
合
格
。

◎
公
立
中
学
校
で
は
教
え

な
い
よ
う
な
文
法
も
教
え
て

い
る
の
で
、
英
語
の
し
く
み

が
良
く
理
解
で
き
、
生
徒
は

高
校
に
入
っ
て
も
上
位
の
成

績
を
保
っ
て
い
る
。

◎
小
学
生
、
あ
る
い
は
中

１
か
ら
高
３
ま
で
継
続
し
て

通
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
大
多

数
。高

校
で
も
英
語
は
得
意
科

目
で
、
大
学
入
試
突
破
。

◎
小
学
生
ク
ラ
ス
の
生
徒

は
、
中
学
に
入
っ
て
も
全
員

英
語
が
得
意
に
な
っ
て
い
る
。

指
導
方
針

◎
英
語
が
好
き
に
な
る
授

業
、
き
め
細
か
な
指
導
を
常

に
心
が
け
て
い
る
。

◎
英
語
特
有
の
発
音
も
丁

寧
に
指
導
し
て
い
る
。

長
所
か
ら
伸
ば
せ
る

 

 



「
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
し
て
い
ま
す
」

美
容
室
で
施
術
し
て
も
ら

い
感
じ
る
の
は
、
対
応
力
、

話
し
方
、
技
術
だ
が
、
こ
れ

ら
、
す
べ
て
に
納
得
で
き
る

の
が
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」。

店
は
夏
の
雲
公
園
前
、
光

が
丘
南
大
通
り
に
あ
る
。

岸
店
長
は
、
こ
の
道
30
年

の
超
ベ
テ
ラ
ン
。
ス
タ
ッ
フ

は
男
性
２
人
女
性
１
人
の
３

人
だ
が
開
店
以
来
の
メ
ン

バ
ー
、
今
年
で
15
年
目
。

カ
ッ
ト
は
頭
髪
の
中
か

ら
じ
っ
く
り
始
め
、
仕
上

が
り
は
、
モ
デ
ル
の
よ
う

に
な
れ
る
。
シ
ャ
ン
プ
ー

は
強
く
、
優
し
く
、
き
め

細
や
か
に
行
わ
れ
、
カ
ッ

ト
前
後
の
２
回
、
肩
も
み

も
す
ん
な
り
と
自
然
に
。

２
０
２
１
年
４
月
末
ま

で
初
め
て
の
方
は
カ
ッ
ト
・

ブ
ロ
ー
４
０
７
０
円
が
３
２

６
０
円
、
オ
プ
シ
ョ
ン
メ
ニ

ュ
ー
各
種
も
。
そ
の
他
全
品

20
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
。
予
約
優
先
。

こ
こ
が
満
足
で
き
る
美
容
室

 昨
年
２
月
、
カ
ッ
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
か
ら
「
Ｃ
ｕ
ｔ
屋

Ｈ
」
に
な
っ
た
ヘ
ア
ー
カ

ッ
ト
専
門
店
、
店
長
は
地
元

で
11
周
年
目
を
迎
え
た
石
本

英
規
さ
ん
。
常
連
さ
ん
が
多

い
の
で
、
仕
事
が
早
い
。

営
業
時
間
は
、
月
・
火
・

水
・
金
曜
日
が
８
時
30
分
か

ら
18
時
30
分
。
木
曜
日
の

み
20
時
ま
で
。
土
・
日
曜
、

祝
日
休
業
。

料
金
は
、
中

学
生
ま
で
と
、

65
歳
以
上
、
丸

刈
り
が
１
３
０

０
円
、
一
般
の

方
は
１
５
０
０

円
。
自
動
販
売

機
で
の
チ
ケ
ッ

ト
方
式
で
、
す

べ
て
に
お
い
て

ス
ム
ー
ズ
に
利

用
で
き
る
。

「
店
名
の
Ｈ
は
、
名
前
が

ヒ
デ
キ
で
頭
文
字
で
す
」

清
潔
を
心
掛
け
て
い
て
、

空
気
ま
で
お
い
し
い
。

「
Ｃ
ｕ
ｔ
屋

Ｈ
」
が
躍
動

 

今
春
も
、
カ
ラ
ー
に
力
を

入
れ
る
。「
お
客
さ
ま
と
ご

相
談
し
な
が
ら
色
が
決
め
ら

れ
る
の
で
安
心
で
す
。
当
店

で
初
め
て
カ
ラ
ー
を
す
る
方

に
は
、
５
０
０
円
割
引
き
、

持
ち
込
み
カ
ラ
ー
の
場
合

は
、
税
抜
き
２
０
０
０
円

で
す
」

２
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
理
容
業
に
誇
り

を
持
つ
職
人
、
話
し
か
け

る
内
容
も
、
お
客
さ
ま
た

ち
を
知
り
つ
く
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
の
話
題
…
身
に

付
い
た
接
客
サ
ー
ビ
ス
に

頭
が
下
が
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
平
日
に
通

え
な
く
な
っ
た
方
の
た
め
の

出
張
カ
ッ
ト
や
お
顔
そ
り
の

注
文
も
後
を
絶
た
な
い
。

「
自
宅
ま
で
来
て
く
だ
さ

る
の
で
、
真
に
助
か
り
ま
す
。

予
約
制
な
の
で
時
間
を
有
効

に
使
え
、
感
謝
し
て
ま
す
」

お
客
さ
ま
の
笑
顔
も
グ
ー
。

カ
ラ
ー
、
初
め
て
の

方
に
割
引

大
江
戸
線
・
練
馬
春
日
町

駅
際
の
春
日
町
エ
リ
ム
タ
ワ

ー
１
階
で
、
こ
の
界
隈
の
お

し
ゃ
れ
な
老
若
男
女
を
う
な

ら
せ
て
い
る
髪
之
栖
グ
ル
ー

プ
「
グ
リ
ー
ン
」
さ
ん
が
元

気
。「

光
が
丘
新
聞
に
広

告
が
出
て
い
た
の
で
来

ま
し
た
」「
駅
す
ぐ
な

の
で
大
江
戸
線
で
来
ま

し
た
」
な
ど
お
客
さ
ま

た
ち
と
の
会
話
も
弾

み
、
素
早
い
対
応
に
も

か
か
わ
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
好
。

カ
ッ
ト
１
０
０
０
円

カ
ラ
ー
・
白
髪
染
め
２
９
０

０
円
よ
り
、
持
ち
込
み
カ
ラ

ー
は
２
５
０
０
円
か
ら
と
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金
（
消
費

税
は
別
途
）。

カ
ッ
ト
・
カ
ラ
ー
専
門
店

と
し
て
の
誇
り
は
、
仕
上
が

り
が
納
得
し
に
く
い
場
合
７

日
間
以
内
な
ら
無
料
で
。

納
得
で
き
る
技
術
を
目
指
す

永山美代子バレエスタジオ

3歳よりクラシックバレエを基本に

モダンバレエ、児童舞踊を指導、美し

い心と身体をつくる。３年研修すると

日本バレエ協会より認定証が授与。

光が丘A&C

田柄でそろばんを指導して30年余り

の実績を誇る。コンピューターを利用

し珠算・暗算の基本指導、小さな子ど

もでも無理なく楽しく練習している。

寿司・割烹　活魚・磯料理　すし征

東京で2番目に旨い寿司屋がキャッチ

フレーズ。根強い人気を誇っている。

一口食べれば違いが分かり、思わず笑

顔がこぼれる。ソファーでランチ910円。



【
１
日
目
】

午
後
３
時
、
向
ヶ
丘
遊

園
駅
前
に
あ
る
同
大
学
の

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
バ
ス

ま
で
夫
と
迎
え
に

行
っ
た
。
彼
は
身

長
が
高
い
の
で
20

名
以
上
の
留
学
生

た
ち
の
中
で
も
目

立

っ

て

い

た

。

各
々
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
引
き
合

わ
さ
れ
て
各
家
庭

へ
。
電
車
で
我
が

家
へ
の
途
中
、
私

達
が
計
画
し
た
３

日
間
の
色
々
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
話

す
と
喜
ん
で
く
れ
た
。

こ
の
日
の
夕
食
は
３
人

で
天
ぷ
ら
の
揚
げ
た
て

を
。
エ
ビ
、
イ
カ
、
キ
ス

に
数
種
の
野
菜
。
本
人
は

キ
ス
が
特
に
気
に
入
り
、

納
豆
に
も
挑
戦
し
た
。
よ

く
混
ぜ
て
食
べ
る
と
美
味

し
い
と
教
え
る
と
１
パ
ッ

ク
完
食
し
た
。
箸
の
使
い

方
が
と
て
も
上
手
な
の
で

褒
め
る
と
「
一
生
懸
命
練

習
し
て
来
ま
し
た
」
と
の

事
。
金
平
ご
ぼ
う
や
沢
庵

漬
け
も
味
わ
っ
て
い
た
。

【
２
日
目
】

ご
飯
、
豆
腐
と
わ
か
め

の
味
噌
汁
、
焼
き
魚
（
金

目
鯛
）
、
温
泉
卵
、
サ
ラ

ダ
な
ど
の
朝
食
後
、
少
し

休
ん
で
夫
と
３
人
で
我
が

家
の
周
辺
を
散
策
。
土
曜

の
た
め
か
人
通
り
の
少
な

い
道
を
小
学
校
、
中
学
校

な
ど
の
そ
ば
を
通
り
、
若

葉
が
美
し
い
桜
の
並
木
道

を
通
り
抜
け
て
、
自
然
の

多
い
丘
陵
地
を
利
用
し
て

造
っ
た
眺
め
の
良
い
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
一
周
。
帰
途
、

あ
る
家
の
駐
車
場
に
あ
っ

た
珍
し
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

を
発
見
し
た
彼
は
通
り
過

ぎ
た
後
、
戻
っ
て
写
真
を

撮
っ
て
い
た
。
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
父
親
に
見
せ
た
い
と

い
う
。

昼
食
は
お
好
み
焼
き
。

先
日
大
学
で
も
お
好
み
焼

き
を
作
っ
て
食
べ
る
授
業

が
あ
っ
た
ら
し
い
。
午
後

は
数
年
前
に
私
達
が
彼
の

母
国
カ
ナ
ダ
を
訪
れ
た
時

の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
歓

談
後
、
夫
の
提
案
で
カ
ラ

オ
ケ
を
始
め
た
。
英
語
の

歌
が
結
構
あ
り
、
そ
し
て

日
本
語
の
歌
も
私
達
と
共

に
歌
っ
て
い
た
。
意
外
と

音
痴
だ
っ
た
が
本
人
は
気

に
も
せ
ず
楽
し
ん
で
い

た
。夕

方
、
近
く
に
住
ん
で

い
る
娘
が
２
人
の
孫
を
伴

い
来
宅
。
高
３
の
男
の
子

と
中
１
の
女
の
子
。
日
本

語
で
会
話
で
き
た
の
で
緊

張
せ
ず
に
す
ん
だ
よ
う

だ
。
少
し
遅
れ
て
就
職
活

動
で
内
定
を
も
ら
っ
た
彼

と
同
じ
年
の
大
学
生
の
男

の
孫
も
駆
け
つ
け
て
来

て
、
皆
で
夕
食
。

と
ん
か
つ
、
生
寿
司
、

蒸
鶏
　
サ
ラ
ダ
等
。
初
日

と
は
違
い
賑
や
か
に
食
欲

旺
盛
な
若
者
た
ち
が
揃

い
、
彼
も
負
け
ず
と
食
べ

て
い
た
が
生
寿
司
の
中
で

も
特
に
サ
ー
モ
ン
が
好
き

ら
し
い
。
そ
の
後
孫
達
と

再
び
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。
皆
は
９
時

過
ぎ
に
帰
っ
て
行
っ
た

が
、
若
い
彼
ら
は
大
い
に

楽
し
ん
だ
様
子
だ
っ
た
。

【
３
日
目
】

ご
飯
、
味
噌
汁
な
ど
昨

日
と
同
じ
よ
う
な
和
食
の

朝
食
の
後
、
電
車
で
新
宿

へ
。
最
終
日
は
３
時
半
ま

で
に
大
学
に
戻
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
強
行
軍

だ
っ
た
。

超
高
層
の
ビ
ル
群
に
感

激
し
、
特
に
変
わ
っ
た
形

の
モ
ー
ド
学
園
の
ビ
ル
に

興
味
を
示
し
て
い
た
。
地

上
を
歩
い
て
都
庁
ま
で
の

道
の
両
側
や
上
を
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
見
な
が
ら
ス
マ
ホ

で
写
真
を
沢
山
撮
っ
て
い

た
。都

庁
の
展
望
台
の
北
と

南
の
両
方
に
も
案
内
、
副

都
心
の
色
々
な
景
色
を
眺

め
な
が
ら
写
真
を
撮
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

の
展
示
の
前
で
も
記
念
撮

影
。
売
店
で
売
っ
て
い
た

２
０
２
０
東
京
五
輪
の
ロ

ゴ
入
り
の
タ
オ
ル
を
土
産

に
あ
げ
る
と
喜
ん
で
く
れ

た
。地

下
鉄
で
光
が
丘
の
も

う
一
つ
の
わ
が
家
へ
。
夫

が
団
地
や
商
店
街
を
案
内

し
て
い
る
間
に
昼
食
の
ラ

ー
メ
ン
を
作
る
。
そ
の
後
、

写
真
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
渡
し
、
団
地
に
あ
る

Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
で
ち
ょ
う

ど
開
催
さ
れ
て
い
た
、
コ

ー
ラ
ス
を
第
２
ス
テ
ー
ジ

ま
で
聴
き
退
席
。「
故
郷
」

な
ど
日
本
の
唱
歌
や
童
謡

を
短
時
間
だ
が
堪
能
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

夫
は
光
が
丘
に
残
り
、

私
が
彼
を
送
る
た
め
新
宿

へ
。
夫
か
ら
モ
ー
ド
学
園

の
地
下
に
大
き
な
本
屋
が

あ
る
話
を
聞
い
て
い
た
の

で
寄
り
た
い
と
い
う
。
そ

こ
で
『
日
本
語
学
習
者
の

た
め
の
漢
字
と
語
彙
』
と

い
う
分
厚
い
参
考
書
（
３

５
０
０
円
）
を
見
つ
け
て

買
い
、
「
こ
れ
が
欲
し
か

っ
た
！
」
と
満
足
そ
う
だ

っ
た
。
向
ケ
丘
遊
園
の
駅

に
着
い
た
時
「
有
難
う
」

と
ハ
グ
し
て
く
れ
再
会
を

約
束
し
て
別
れ
た
。
と
て

も
慌
た
だ
し
か
っ
た
が
、

何
と
か
無
事
に
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
、
ほ
っ
と
し
た
と
同

時
に
心
地
良
い
達
成
感
に

包
ま
れ
た
。

こ
の
朝
、
川
崎
の
家
を

出
発
前
、
彼
の
滞
在
し
た

部
屋
に
忘
れ
物
の
確
認
に

行
く
と
机
の
上
に
彼
が
日

本
語
で
書
い
た
カ
ー
ド
を

見
つ
け
た
。
感
謝
の
手
紙

に
ホ
ロ
リ
。
嬉
し
か
っ
た
。

そ
し
て
数
日
後
、
専
修

大
学
の
寮
の
住
所
か
ら
郵

便
は
が
き
に
丁
寧
に
書
い

た
礼
状
が
届
い
た
。

「
私
達
も
あ
な
た
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
方
に
お

会
い
す
る
こ
と
が
出
来
、

一
緒
に
楽
し
い
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
日

本
に
来
て
く
だ
さ
い
。
医

大
の
合
格
を
祈
っ
て
い
ま

す
」
と
返
信
を
出
し
た
。

又
そ
の
数
日
後
京
都
か

ら
メ
ー
ル
と
、
彼
が
ス
マ

ホ
で
撮
っ
て
い
た
写
真
を

受
け
取
っ
た
。

「
お
元
気
で
す
か
？
昨

日
授
業
が
終
わ
っ
て
い
い

成
績
を
も
ら
い
ま
し
た
。

96
％
で
す
！
！

そ
し
て
16
日
に
カ
ナ
ダ

に
帰
り
ま
す
。
で
も
今
は

京
都
に
い
ま
す
。
金
閣
寺

や
祇
園
に
行
く
つ
も
り
で

す
。
後
は
新
幹
線
で
大
阪

に
観
光
し
に
行
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
本
当
に

楽
し
か
っ
た
で
す
。
有
難

う
。
沢
山
の
思
い
出
は
一

生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
お

元
気
で
　
Ｓ
Ｋ
」

こ
の
よ
う
に
何
回
も
丁

寧
に
礼
状
を
書
い
て
く
れ

た
人
は
初
め
て
で
、
日
本

人
に
も
余
り
い
な
い
の
で

は
？
孫
達
を
始
め
今
ど
き

の
若
い
人
達
も
見
習
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
。

そ
の
後
、
彼
か
ら
年
に

数
回
ず
つ
メ
ー
ル
を
も
ら

い
お
互
い
の
近
況
報
告
を

し
て
い
る
。
長
い
道
程
だ

が
目
的
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
い
る
彼
の
姿
が
目
に

浮
か
ぶ
。
カ
ナ
ダ
で
医
者

に
な
る
に
は
４
年
制
の
大

学
を
卒
業
後
、
更
に
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
（
医
学

校
）
に
パ
ス
し
て
４
年
間

勉
強
し
、
専
門
分
野
の
研

修
医
を
３
〜
５
年
間
や
っ

て
初
め
て
医
師
免
許
を
取

得
で
き
る
と
か
。
や
は
り

コ
ロ
ナ
の
為
オ
ン
ラ
イ
ン

で
授
業
を
受
け
て
い
る
と

の
事
。

練
馬
区
光
が
丘
と
川
崎

市
多
摩
区
と
の
二
拠
点
生

活
を
始
め
て
半
年
近
く
経

っ
た
頃
、
以
前
か
ら
考
え

て
い
た
「
留
学
生
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
」
を
し
よ
う
と

夫
と
相
談
し
て
色
々
調
べ

て
み
た
。
10
数
年
前
に
書

類
を
取
り
寄
せ
た
だ
け
で

終
わ
っ
た
川
崎
市
国
際
交

流
協
会
に
今
回
は
実
際
に

出
向
い
て
登
録
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
み
つ
け
た

民
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

取
り
扱
っ
て
い
る
専
門
の

会
社
の
説
明
会
に
、
夫
と

出
席
し
て
申
し
込
ん
で
い

た
。20

数
年
昔
に
次
男
の
会

社
の
関
係
で
知
り
合
っ
た

中
国
の
１
人
の
女
子
留
学

生
を
、
１
年
間
と
半
年
間

の
２
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

こ
と
が
あ
り
、
ま
た
10
年

ほ
ど
前
に
は
私
一
人
で
地

中
海
の
島
国
マ
ル
タ
に
、

翌
年
は
マ
ル
タ
で
友
達
に

な
っ
た
女
性
と
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
に
、
そ

れ
ぞ
れ
２
週
間
の
シ
ニ
ア

ミ
ニ
留
学
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
体
験
し
た
こ
と
も
あ

り
、
川
崎
の
家
の
不
要
な

物
を
引
っ
越
し
で
一
掃
し

た
の
を
好
機
に
実
現
し
よ

う
と
思
い
立
っ
た
の
で
あ

る
。川

崎
の
家
の
近
く
に
専

修
大
学
が
あ
り
、
年
に
４

回
ほ
ど
外
国
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
日
本
語
と
日

本
文
化
を
勉
強
し
体
験
し

な
が
ら
、
日
本
人
学
生
と

共
に
大
学
内
の
同
じ
建
物

で
生
活
し
て
交
流
を
深
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、

そ
の
中
に
日
本
人
家
庭
を

３
日
間
訪
問
す
る
ホ
ー
ム

ビ
ジ
ッ
ト
の
日
程
が
組
ま

れ
て
お
り
、
過
日
登
録
し

た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
会
社
の

仲
介
で
２
０
１
８
年
５
月

下
旬
の
金
、
土
、
日
曜
に

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。カ

ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー

大
学
４
年
生
、
22
歳
の
男

子
学
生
の
Ｓ
Ｋ
さ
ん
。
私

の
孫
と
同
じ
年
齢
で
身
長

１
８
４
㌢
㍍
の
好
青
年
だ

っ
た
。
英
語
の
勉
強
に
な

る
の
で
は
？
と
思
っ
て
い

た
が
日
本
語
が
と
て
も
上

手
で
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
、
漢
字
も
読
め
て
書

け
る
の
で
さ
ら
に
驚
い

た
。ホ

ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の
１

週
間
前
、
元
在
カ
ル
ガ
リ

ー
日
本
国
領
事
（
川
崎
在

住
）
の
専
修
大
学
・
カ
ル

ガ
リ
ー
大
学
協
定
校
提
携

記
念
講
演
が
あ
る
と
、
ホ

ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の
仲
介
会

社
か
ら
知
ら
せ
を
受
け

て
、
向
ヶ
丘
遊
園
駅
か
ら

山
の
上
に
あ
る
専
修
大
学

の
校
舎
に
出
か
け
、
講
演

後
の
レ
セ
ッ
プ
シ
ョ
ン
で

我
が
家
を
訪
問
す
る
彼
を

紹
介
さ
れ
て
色
々
話
が
出

来
た
。

彼
は
日
本
と
日
本
語
に

興
味
を
持
っ
た
の
は
子
供

の
頃
、
母
親
が
日
本
の
漫

画
の
本
を
買
っ
て
く
れ
た

時
か
ら
ら
し
い
が
、
本
格

的
に
日
本
人
の
女
性
教
師

に
つ
い
て
日
本
語
を
勉
強

し
始
め
た
の
は
10
か
月
前

か
ら
と
い
う
。
頭
が
良
く

相
当
な
集
中
力
の
持
ち
主

の
よ
う
だ
。

大
学
で
は
科
学
を
専
攻

し
て
今
年
卒
業
。
秋
に
は

医
師
に
な
る
べ
く
医
大
を

受
け
る
そ
う
で
、

看
護
師
の
母
親

の
影
響
が
大
の

よ
う
だ
。
そ
し

て
水
泳
も
得
意

ら
し
く
、
日
本

に
留
学
中
も
毎

日
練
習
し
て
い

る
と
い
う
。
就

寝
は
９
時
。
朝

は
５
〜
６
時
に

起
床
後
、
炊
飯

器
を
セ
ッ
ト
し

て
同
大
学
の
水

泳
部
の
学
生
と

共
に
泳
い
で
い

る
と
の
事
。
勉

強
に
も
運
動
に
も
熱
心
な

本
当
に
真
面
目
な
学
生
で

大
い
に
感
心
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
は
全
て
本

人
が
上
手
な
日
本
語
で
話

し
て
く
れ
た
。
日
本
食
は

何
で
も
好
き
で
特
に
ご
飯

と
魚
。
嫌
い
な
も
の
は
な

い
と
の
事
だ
っ
た
。
外
国

の
留
学
生
の
食
事
に
何
を

出
し
た
ら
良
い
か
悩
ん
で

い
た
が
、
そ
れ
を
聞
い
て

安
心
し
た
。

２
０
１
８
年
５
月
か
ら

２
０
２
０
年
１
月
ま
で
計

６
人
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
同
じ
よ
う
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
接
待
し
て
大
変

喜
ば
れ
た
。
私
達
が
彼
ら

の
国
や
町
を
以
前
訪
れ
た

時
、
撮
っ
て
来
た
写
真
を

見
せ
な
が
ら
現
在
の
様
子

を
聞
く
と
、
ス
マ
ホ
で
自

分
の
家
族
や
町
の
写
真
な

ど
を
見
せ
て
く
れ
て
、

色
々
話
が
弾
む
こ
と
も
楽

し
み
の
１
つ
だ
っ
た
。
カ

ナ
ダ
の
Ｓ
Ｋ
さ
ん
の
後
、

中
国
、
韓
国
、
カ
ナ
ダ

（
唯
一
の
女
子
学
生
）
に

ア
メ
リ
カ
。
そ
し
て
２
０

２
０
年
１
月
の
韓
国
の
留

学
生
が
帰
国
直
後
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
始
ま

り
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
は

中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
と

て
も
残
念
に
思
っ
て
い

る
。若

い
彼
ら
は
皆
、
素
直

な
好
青
年
達
だ
っ
た
。
外

国
に
も
孫
が
出
来
た
感
じ

だ
。
日
本
に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
は
漫
画
や
ア

ニ
メ
を
見
て
か
ら
だ
が
、

両
国
の
政
治
的
関
係
は
ど

う
で
あ
れ
、
日
本
に
興
味

を
持
っ
て
来
日
し
て
く
れ

た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く

思
う
。
そ
し
て
更
に
日
本

を
好
き
に
な
っ
て
両
国
の

懸
け
橋
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
が
早
く
収
束
し
て
、

ま
た
「
お
も
て
な
し
」
が

出
来
る
よ
う
に
と
心
か
ら

望
ん
で
い
る
。

き
っ
か
け
は
断
捨
離

６
人
の
留
学
生
と
交
流

初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー



…
…
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
リ

ー
グ
・
横
浜
Ｆ
Ｃ
所
属
の

Ｆ
Ｗ
三
浦
和
良
さ
ん
こ

と
、
通
称
カ
ズ
さ
ん
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
カ

ズ
さ
ん
は
高
校
１
年
生
の

時
に
、
か
ね
て
か
ら
の
希

望
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
留

学
に
つ
い
て
監
督
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
「
人
間
１

０
０
％
は
な
い
が
、
お
前

は
99
％
無
理
だ
。」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
カ

ズ
さ
ん
は
、
「
可
能
性
は

１
％
あ
る
ん
で
す
ね
？
僕

は
そ
の
１
％
を
信
じ
ま

す
。
」
と
答
え
た
そ
う
で

す
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た

直
後
に
、
「
プ
ロ
に
な
る

の
は
難
し
い
。
１
０
０
％

無
理
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
可
能
性
が
少
し
で
も

あ
れ
ば
頑
張
る
。
」
と
友

人
に
手
紙
を
送
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後
、
日
本
の

サ
ッ
カ
ー
界
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
季
は
、

最
年
長
出
場
記
録
を
更
新

し
ま
し
た
。
「
い
い
準
備

を
す
る
。
全
力
を
尽
く
す
。

そ
れ
し
か
な
い
。
毎
回
毎

回
、
毎
日
毎
日
、
練
習
も

試
合
も
自
分
の
思
い
を
込

め
て
や
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
今
年
も
続
け
て
い
く
。」

と
、
２
月
に
54
歳
と
な
る

カ
ズ
さ
ん
は
、
新
シ
ー
ズ

ン
へ
の
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

「
今
、
自
分
の
実
力
は

こ
こ
ま
で
だ
か
ら
、
で
き

な
く
て
も
仕
方
が
な
い
。」

と
限
界
を
決
め
て
し
ま
う

と
そ
れ
以
上
の
到
達
は
難

し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

「
今
の
自
分
よ
り
も
も
っ

と
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
」
と
強
く
思
い
高
み

を
目
指
す
こ
と
で
、
実
力

が
付
き
ま
す
。

３
年
の
皆
さ
ん
は
、
自

己
と
の
戦
い
の
日
々
が
ま

だ
続
き
ま
す
。
１
％
の
可

能
性
を
信
じ
て
、
毎
日
毎

日
努
力
を
怠
ら
ず
自
身
と

戦
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
・
２
年
生
の
皆
さ
ん

は
、
最
上
級
生
の
姿
勢
を

見
て
多
く
を
吸
収
し
、
自

分
の
成
長
へ
と
生
か
し
て

く
だ
さ
い
。

い
こ
と
、
味
噌
と
い
う
発

酵
食
品
が
良
い
こ
と
、
今

の
時
期
は
、
体
が
温
ま
る

こ
と
な
ど
良
い
こ
と
尽
く

し
で
す
。

そ
こ
で
、
独
断
で
す
が
、

２
月
は
、
本
園
の
「
味
噌

汁
＆
ス
ー
プ
奨
励
月
間
」

と
し
ま
す
。
出
汁
作
り
が

ち
ょ
っ
と
…
と
い
う
場
合

は
、
急
須
で
出
汁
を
取
る
、

出
汁
の
代
わ
り
に
昆
布
茶

を
使
う
な
ど
手
軽
な
出
汁

の
取
り
方
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
出
汁
入
り
味
噌

も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
ス
タ
ン
ト
味
噌
汁
も
便

利
で
す
。

さ
て
我
が
家
で
は
、
味

噌
汁
作
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
が
い
て
、
時
々
「
今
日

の
味
噌
汁
に
は
何
が
入
っ

て
い
る
の
か
ク
イ
ズ
」
が

出
さ
れ
ま
す
（
ち
な
み
に

こ
れ
ま
で
、
生
姜
、
餃
子

作
り
で
残
っ
た
玉
子
の
白

身
、
干
し
エ
ビ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
茎
な
ど
が
入
っ

て
い
ま
し
た
）。
皆
様
は
、

ど
の
よ
う
な
味
噌
汁
＆
ス

ー
プ
が
好
き
で
す
か
。

そ
こ
で
、
皆
様
に
味
噌

汁
＆
ス
ー
プ
に
関
し
て
、

以
下
の
こ
と
を
募
集
し
ま

す
。
「
こ
ん
な
具
材
も
入

れ
て
い
る
」
「
子
供
に
大

評
判
」
「
う
ち
の
定
番
」

「
思
い
出
す
」
な
ど
を
書

き
、
い
つ
も
の
伝
言
メ
モ

入
れ
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
…
…

が
、
使
わ
な
か
っ
た
足
の

筋
肉
は
痩
せ
細
っ
て
、
当

初
は
歩
く
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
身
体
は
使
わ
な
い
と

退
化
す
る
よ
う
で
す
。

怪
我
や
病
気
を
除
け

ば
、
退
化
の
原
因
は
、
老

化
よ
り
も
身
体
を
使
わ
な

い
こ
と
に
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
、
身
体
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
も

口
も
心
も
、
使
わ
な
い
で

い
る
と
ど
ん
ど
ん
退
化
し

て
い
き
ま
す
。

ま
さ
に
「
流
れ
る
水
の

腐
ら
ぬ
を
見
よ
」
で
す
。

優
し
い
心
の
思
い
や
り

は
、
使
っ
て
い
な
い
と
す

ぐ
に
退
化
し
て
使
え
な
く

な
り
ま
す
。
有
り
難
い
と

感
謝
す
る
心
も
そ
う
で

す
。
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
も
、

毎
日
使
わ
な
い
と
顔
の
筋

肉
が
退
化
し
て
、
上
手
に

笑
え
な
く
な
り
ま
す
よ
。

言
葉
も
同
じ
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
。」「
あ
り
が

と
う
。
」
の
感
謝
を
伝
え

る
言
葉
か
ら
、
挨
拶
も
言

わ
な
い
で
い
る
と
、
退
化

し
て
だ
ん
だ
ん
う
ま
く
言

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
心
や
口
の
退
化
は
、

た
っ
た
１
秒
で
防
げ
ま
す

よ
！
世
の
中
が
、
外
出
を

控
え
て
家
の
中
で
の
生
活

に
切
り
替
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
大
人
も
子
供
も
ス

ト
レ
ス
が
増
加
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
家

で
の
生
活
で
は
、
ゲ
ー
ム

や
テ
レ
ビ
、
漫
画
を
読
み

あ
さ
っ
て
い
る
等
の
時
間

が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

そ
の
よ
う
な
生
活
ば
か
り

し
て
い
る
と
、
他
人
と
の

交
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
の
退
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
身
体
や
頭
脳
は
、

勿
論
で
す
が
、
心
も
口
も

し
っ
か
り
使
っ
て
退
化
さ

せ
な
い
よ
う
工
夫
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
以
前
に

も
紹
介
し
ま
し
た
が
相
手

を
喜
ば
せ
る
心
、
人
を
元

気
に
さ
せ
る
言
葉
遣
い
、

退
化
し
な
い
よ
う
に
毎
日

使
い
続
け
る
こ
と
で
す
。

…
…

１
％
の
可
能
性
を
信
じ
て

光
が
丘
第
一
中
学
校
　

副
校
長
　
野
村
　
み
の
り

…
…
学
校
で
は
ど
の
学

年
も
１
年
の
ま
と
め
に
入

り
ま
す
。
臨
時
休
業
か
ら

始
ま
り
、
分
散
登
校
、
一

斉
登
校
と
段
階
的
に
学
校

が
ス
タ
ー
ト
し
た
今
年
度

で
し
た
が
、
学
習
進
度
も

追
い
つ
き
、
教
科
書
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
遠
足
に
も
行
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
た
り

前
だ
っ
た
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
年

度
。
10
周
年
記
念
児
童
ロ

ン
グ
集
会
の
呼
び
か
け
の

中
で
、
６
年
生
が
「
今
年

は
、
様
々
な
行
事
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
校
庭
で
伸
び
伸
び

と
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
喜

び
、
友
達
と
会
え
る
こ
と

の
嬉
し
さ
、
大
切
さ
を
大

い
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

と
発
表
し
ま
し
た
。
当
た

り
ま
え
の
日
常
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
…
…

春
へ
の
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

光
が
丘
春
の
風
小
学
校
　

校
長
　
世
古
　
徳
浩

…
…
立
春
と
は
、
こ
の

日
か
ら
暦
の
上
で
は
春
と

さ
れ
る
日
で
、
１
年
間
を

太
陽
の
動
き
に
合
わ
せ
て

24
等
分
し
た
う
ち
の
一
つ

で
す
。
国
立
天
文
台
が
発

表
し
た
２
０
２
１
年
の
年

表
に
よ
る
と
、
立
春
は
２

月
３
日
。
節
分
の
日
は
そ

の
前
日
２
月
２
日
と
な
る

の
で
す
。
日
付
の
変
動
は
、

地
球
の
公
転
周
期
が
約
３

６
５
・
２
４
２
２
日
と
、

１
年
間
の
３
６
５
日
か
ら

微
妙
に
ズ
レ
て
い
る
た
め

生
じ
ま
す
。
節
分
が
２
月

３
日
で
な
く
な
る
の
は
１

９
８
４
年
以
来
、
37
年
ぶ

り
の
こ
と
。
節
分
の
日
か

２
月
２
日
に
な
る
の
は
な

ん
と
１
８
９
７
以
来
１
２

４
年
ぶ
り
だ
と
い
い
ま

す
。
…
…

光
が
丘
四
季
の
香
小
学
校
　

副
校
長
　
川
村
　
豊

節
分
は
い
つ
？

養
生
は
、
た
だ
働
く
に
如
く
は
な
し
、

流
れ
る
水
の
腐
ら
ぬ
を
見
よ

光
が
丘
夏
の
雲
小
学
校
　

校
長
　
牧
野
　
光
洋

…
…
い
よ
い
よ
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
が
児
童
の
手
元

に
届
き
ま
す
。
２
月
５
日

に
、
学
校
に
届
く
予
定
で

す
の
で
、
２
月
13
日
ま
で

に
は
一
度
、
家
庭
に
持
ち

帰
り
ま
す
。
導
入
に
あ
た

っ
て
、
多
く
の
連
絡
事
項

や
同
意
書
の
記
入
、
手
提

げ
の
準
備
等
、
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
①
日

常
の
授
業
の
中
で
も
活

用
、
②
休
校
時
等
の
自
宅

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で

使
用
し
て
い
き
ま
す
。
現

在
、
円
滑
な
活
用
が
で
き

る
よ
う
、
教
員
の
研
修
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

児
童
に
対
し
て
は
、
２
月

９
日
（
火
）
〜
19
日
（
金
）

の
２
週
間
、
毎
日
15
分
程

度
、
集
中
的
に
基
本
操
作

の
学
習
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。こ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
、
教
育
活
動
が
よ
り

一
層
楽
し
く
充
実
し
た
も

の
に
な
る
よ
う
、
学
校
全

体
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
…
…

…
…
あ
る
朝
、
靴
下
を

履
い
て
い
て
ハ
タ
と
気
付

き
ま
し
た
。
そ
の
日
は
い

つ
も
座
っ
て
い
る
は
ず
の

椅
子
で
は
な
く
、
し
ゃ
が

ん
で
み
る
と
、
え
ら
く
し

ん
ど
い
の
で
す
。「
そ
う

か
、
毎
日
椅
子
よ
り
下
に

し
ゃ
が
む
こ
と
が
滅
多
に

な
く
な
り
、
座
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
る
ん
だ
。

（
は
じ
め
は
、
自
分
の
お

腹
が
災
い
し
て
い
る
の
か

と
思
い
ま
し
た
が
）
そ
う

言
え
ば
、
以
前
は
何
を
す

る
に
も
畳
に
し
ゃ
が
み
込

ん
で
い
た
の
に
、
今
は
椅

子
に
座
っ
て
生
活
し
て
い

る
な
。」
と
気
付
き
ま
し

た
。
座
れ
な
い
人
が
増
え

て
い
る
の
は
、
老
化
よ
り

も
、
む
し
ろ
、
使
わ
な
い

こ
と
に
よ
る
退
化
が
原
因

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
数
年
前
、
約
半
年

く
ら
い
の
入
院
生
活
を
し

て
い
た
方
に
会
い
ま
し
た

…
…
１
月
に
収
穫
し
た

練
馬
大
根
を
使
っ
て
作
っ

た
味
噌
汁
を
食
べ
ま
し

た
。
中
に
は
大
根
の
味
噌

汁
を
食
べ
る
こ
と
を
初
め

は
拒
ん
で
い
ま
し
た
が
、

教
師
が
勧
め
て
、
勧
め
て
、

勧
め
て
…
食
べ
て
み
た
ら

お
い
し
い
の
で
、
何
度
も

お
替
り
し
た
子
供
も
い
ま

し
た
。
幼
稚
園
で
は
、
み

ん
な
と
一
緒
だ
か
ら
勢
い

で
食
べ
た
り
、
ご
家
庭
と

は
違
う
雰
囲
気
な
の
で
お

い
し
く
感
じ
た
り
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
講
習
会
の

管
理
栄
養
士
さ
ん
も
「
味

噌
汁
に
い
ろ
い
ろ
な
野
菜

を
入
れ
て
食
べ
る
と
よ

い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
野
菜
を
取
り
や
す

…
…
先
日
、
年
少
組
を

覗
く
と
動
物
の
表
現
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
ま

で
遊
び
の
中
で
場
を
作

り
、
時
に
は
お
面
や
小
物

等
を
作
り
、
様
々
な
も
の

に
な
り
き
っ
て
楽
し
ん
で

き
た
経
験
が
、
こ
の
表
現

遊
び
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。「
次
は
ゾ
ウ
に
な
り

た
い
！
」「
バ
ナ
ナ
を
鼻

で
取
る
よ
」
と
自
分
の
考

え
を
言
葉
に
出
し
て
伝

え
、
教
師
が
「
そ
れ
い
い

ね
」
と
受
け
止
め
、
友
達

が
そ
の
言
葉
を
受
け
止
め

て
自
分
な
り
の
表
現
を
考

え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
年
長
組
を
覗

く
と
、
同
じ
役
の
友
達
と

ど
う
し
た
ら
本
物
ら
し
く

見
え
る
か
考
え
を
出
し
合

い
、
身
に
着
け
る
も
の
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。「
図

鑑
見
て
こ
よ
う
よ
！
お
腹

は
違
う
色
だ
よ
」「
模
様

が
あ
る
ね
」
「
本
当
だ
、

そ
れ
い
い
ね
」「
こ
れ
だ

と
取
れ
ち
ゃ
う
か
ら
、
も

っ
と
強
力
な
く
っ
つ
く
物

な
い
か
な
」
と
お
互
い
の

思
い
を
出
し
、
共
通
の
目

的
に
向
か
っ
て
子
供
た
ち

同
士
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
就
学
に
向
け
て
幼

児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育

っ
て
ほ
し
い
姿
が
育
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
遊
び
を
中

心
と
し
た
日
々
の
保
育

が
、「
こ
ど
も
会
」
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
中
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
様
々
な
表
現

を
一
つ
の
劇
遊
び
に
ま
と

め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現

を
十
分
に
認
め
て
い
き
ま

す
。
き
っ
と
、
こ
の
経
験

を
通
し
て
子
供
た
ち
は
自

分
た
ち
の
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
に
自
信
を
も
ち
、

成
長
す
る
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
児
童
の
手
元
に

光
が
丘
秋
の
陽
小
学
校
　

校
長
　
関
根
　
幸
男

『
こ
ん
に
ち
は
！
』
心

の
ふ
れ
あ
い
相
談
員
の
長

山
桂
子
と
申
し
ま
す
。

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
は
、
毎

週
金
曜
日
が
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
筒
井
先

生
、
火
・
木
曜
日
は
私
が

担
当
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

中
休
み
、
昼
休
み
に
は
、

光
っ
子
た
ち
が
元
気
に
来

室
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
中

注
意
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
そ

う
で
す
が
、
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。
み
ん
な
守
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

さ
な
心
で
一
生
懸
命
こ
の

時
期
を
乗
り
越
え
よ
う
と

し
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま

す
。ど

う
ぞ
つ
ら
い
時
、
悲

し
い
時
、
嬉
し
い
時
、
ど

ん
な
時
で
も
来
て
下
さ

い
。
感
染
防
止
を
心
が
け

待
っ
て
い
ま
す
！
そ
し
て

１
日
で
も
早
い
収
束
を
願

い
、
光
っ
子
の
満
面
の
笑

顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

光
が
丘
第
八
小
学
校
　

心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
員
　
長
山
　
桂
子

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

光
が
丘
さ
く
ら
幼
稚
園
　

園
長
　
壇
原
　
雅
恵

も
う
す
ぐ
こ
ど
も
会

練
馬
大
根
の
味
噌
汁
か
ら

光
が
丘
む
ら
さ
き
幼
稚
園
　

園
長
　
鈴
木
　
裕
美



 

光
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練馬区は、令和3年3月上旬までの予定で、東京都感染症診療協力医療機関４か所（非公表）に、新型コロナウイルス

感染症の対応に日々奮闘している医療従事者と緊急事態宣言の延長により時短営業の続く区内飲食店を支援するため、

飲食店が作る特製弁当の病院への無償提供を行っている。

区内24店舗が参加し、日替わりで医療機関へ弁当を届ける。かかる費用は、医療従事者支援を目的にふるさと納税制

度などにより集まった寄付金の一部を活用する。

弁当が届けられた病院のスタッフは、「良い匂いや見た目にテンションが上がる。味も美味しくて、力が湧く。寄付し

てくださった方や、美味しいお弁当を作ってくれた飲食店の方に感謝を伝えたい」と述べた。今回、お弁当を届けた飲

食店英国風カフェSEVEN TWIGSの店主は「高い感染リスクの中で対応されて

いる医療従事者には感謝しかない。心を込めて作った弁当で少しでも英気を養

ってもらいたい。自分たちも負けずに頑張りたい」と語った。

【経緯】

新型コロナウイルス感染症の治療や検査に当たる医療従事者や医療機関等を

支援する事業として、「医療従事者等応援寄付金」をふるさと納税に創設した

ところ、区内外から多くの寄付をいただいた。寄付金の使途として、医療従事

者への支援だけでなく、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により打

撃を受けた区内飲食店の支援にもつながると考え、実施に至った。

【寄付件数および寄付金額（医療従事者等応援寄付金分）】

寄付件数：272件　寄付金額：7,203,500円（令和２年７月～12月）

【提供先の医療機関】

区内の東京都感染症診療協力医療機関：４か所（非公表）

【お弁当提供店舗】

区内飲食店：24店

「おうちで楽しむ！ねりまごはん特集」登録店舗から募集

 

英国風カフェ　SEVEN TWIGS の豆
腐入り手ごねハンバーグと唐揚げ弁当

飲食店から病院へ特製弁当をお届け

Gh inese Tapas hach i のエビチリ弁当
提供店舗のひとつ　Ghinese Tapas hachi
の店主がお弁当を受け渡している様子



練
馬
区
立
八
坂
中
学
校

か
ら
令
和
２
年
度
に
光
が

丘
第
三
中
学
校
に
赴
任
し

ま
し
た
。
年
度
当
初
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
に
よ
る
休
校
措

置
、
新
年
に
入
り
緊
急
事

態
宣
言
が
再
び
出
さ
れ
、

学
校
教
育
に
大
き
く
影
響

を
与
え
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

に
向
け
て
学
校
だ
け
で
な

く
、
地
域
や
家
庭
で
も
感

染
防
止
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、「
題
」
に
も
あ
る

自
分
の
学
生
時
代
に
つ
い

て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。私

が
中
学
生
の
時
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

入
部
し
、
１
日
が
朝
７
時

の
朝
練
か
ら
始
ま
り
、
夕

方
の
練
習
が
７
時
近
く
ま

で
あ
り
、
土
日
は
す
べ
て

部
活
動
の
練
習
・
練
習
試

合
・
大
会
で
、
そ
の
時
に

顧
問
を
し
て
い
た
教
員
の

姿
に
あ
こ
が
れ
て
、
自
分

も
中
学
校
の
教
員
に
な
っ

て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
指
導

し
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
ち
ま
し
た
。

高
校
に
進
学
し
て
か
ら

も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け

て
い
た
私
は
「
朝
練
、
昼

練
、
夕
方
の
練
習
」
が
あ

り
、
中
学
校
と
同
じ
よ
う

な
日
々
を
過
ご
し
、
気
が

つ
け
ば
３
年
生
。
教
員
志

望
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
・
陸
上
競
技

に
自
信
の
あ
っ
た
私
の
志

望
教
科
は
、
保
健
体
育
。

５
年
後
の
教
員
採
用
の
状

況
を
知
人
の
先
輩
か
ら
聞

い
た
と
こ
ろ
、
東
京
都
の

保
健
体
育
の
採
用
は
「
採

用
な
し
」
の
予
想
。
そ
こ

で
、
ど
う
し
て
も
中
学
校

の
教
員
に
な
り
た
か
っ
た

私
は
、
保
健
体
育
科
の
教

員
か
ら
一
転
、
自
分
の
得

意
教
科
で
あ
る
技
術
科
の

教
員
に
志
望
変
更
し
ま
し

た
。そ

し
て
大
学
へ
。
技
術

の
教
員
に
な
る
た
め
に
工

学
部
に
入
学
。
し
か
し
、

学
部
の
先
輩
に
聞
く
と
、

「
こ
の
学
部
は
レ
ポ
ー
ト
や

実
験
が
忙
し
く
、
教
員
免

許
を
取
る
時
間
は
な
い
」

と
言
わ
れ
、
１
年
生
の
時

は
教
職
課
程
を
を
取
ら
ず

に
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
教
員
に
な
る
夢
は
捨

て
ら
れ
ず
、
２
年
生
で
教

職
課
程
１
、
２
年
分
を
履

修
し
、
夏
休
み
に
は
実
習

の
日
々
。
２
年
生
の
大
学

生
活
は
、
１
〜
４
限
は
専

門
科
目
、
５
〜
６
限
は
教

職
課
程
。
１
日
の
授
業
が

終
了
す
る
の
は
夜
の
８
時

過
ぎ
で
し
た
。
友
人
が
遊

び
に
出
か
け
る
時
間
か
ら

の
授
業
で
、
挫
折
し
そ
う

な
時
、
誘
惑
に
負
け
そ
う

な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
の
夢
を
か
な
え
る
た

め
に
、
何
と
か
踏
ん
張
り
、

今
の
自
分
が
あ
り
ま
す
。

中
学
校
に
夢
見
た
「
教

員
」
と
し
て
、
十
分
力
を

発
揮
し
、
教
育
者
と
し
て

見
識
を
高
め
ら
れ
て
い
る

か
と
い
わ
れ
る
と
自
信
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
て
き
た

つ
も
り
で
す
。
今
後
も
学

校
関
係
に
携
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
の
仕
事
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。昭

和
39
年
東
京
都
生
ま

れ
　
板
橋
区
在
住

-662-

光
が
丘
第
三
中

学
校
副
校
長

学
生
時
代
の
夢小

林
　
勝
巳

 

牡丹
椿と梅

金子みすずし「私と小鳥と鈴と」から


